
津山市の市算

　当補正予算（第４次）は、国・県の補助事業に対応
する事業費の調整や、６月補正予算編成後の対応
などが盛り込まれ、８月28日に上程、９月20日に可
決されました。当補正予算額は、５億
3,620万円で、補正後の予算総額は
499億9,379万７千円となります。
　主な事業を紹介します。

　当補正予算（第５次）は、令和５年８月の台風７号災
害の緊急対応や復旧事業に要する経費等が編成され、
９月20日上程・可決されました。（質疑はP14に掲載）
　当補正予算額は、４億257万６千円で、補正後の予
算総額は503億9,637万３千円となります。
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公用車ＥＶ導入事業

2,385万円 津山市負担 880万円
国県補助等 1,505万円

　省エネルギー、クリーンエネルギーの導入を推進し、温室
効果ガス排出量を削減するため、更新時期を迎えた公用車をＥＶ車へ更新します。
内容　ＥＶ軽乗用７台分

不妊不育治療支援事業

125万円 津山市負担 125万円　
国県補助等 ０円

　令和４年４月から保険適用となった一般不妊治療の自己負
担分について、津山市独自の助成制度を行っていますが、不
妊・不育に悩む夫婦が安心して治療を受けられるよう、さらに助成額や回数を拡大します。
助成内容　１年度当たりの上限額を１万５千円から４万円に増額
　　　　　　（通算３回までを子１人当たり３回までに拡大）

ＡＩデマンド交通事業

2,529万5千円 津山市負担 2,209万5千円　
国県補助等 320万円

　移動手段を持たない高齢者や障害者などの外出支援を図
るため、阿波、加茂、勝北、久米地域で運行している市営バ
ス、福祉巡回バス等の運行形態を見直し、ＡＩ等の先進技術を活用し、予約に応じて、
自宅周辺から、地域内の目的地や駅・バス停などの公共交通結節点へ乗り換えなく移
動できる配車システム等にするための導入実証実験を行います。

道路除雪管理費

3,413万1千円 津山市負担 1,571万5千円　
国県補助等 1,841万6千円

　冬季の市道における雪害の防止と、交通の安全を確保し、
効率的な除雪と凍結防止剤の散布作業を実施するための補
正です。

公民館整備事業

2,012万2千円 津山市負担 432万2千円　
国県補助等 1,580万円

　災害時の避難所に指定され、地域の生涯学習の拠点施設
である大崎公民館を建て替えます。

久米総合文化運動公園市民プール整備基本計画策定事業

200万円 津山市負担 200万円　
国県補助等 ０円

国県補助等 1億400万円

津山市負担 3,300万円

　久米総合文化運動公園市民プール整備基本計画の策定に
向けた調査等に係る経費です。

農業用施設災害復旧事業　1億400万円
　水路10件、農道１件（阿波、加茂町知和、上田邑地内ほか）

道路維持管理費　3,300万円
　小規模な被災箇所の修繕、倒木撤去等の応急復旧81件（全域）

主な事業


